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第 1１２回  共育セミナー 
 知的障がい・発達障がい児者の家族や支援者を一人で 

悩ませない「手をつなぐ育成会」とお話ししてみませんか！ 
ゲストスピーカー 内出 裕子さん 
（大和市手をつなぐ育成会会長）   開催(６月２８日)報告 

 
 

 

６月の展示コーナー 

共育ボードより  

 

市民交流スペース内の「展示コーナー」

では、個人・団体の活動の紹介や作品展

を行うことができます。  申込み方法に

ついては大和市民活動センターまでお問

い合わせ下さい。 

 

折しも、和歌山県白浜町アド

ベンチャーワールドのジャイ

アントパンダ４頭が、6 月 28

日に関西空港から中国・四

川省に帰国。こどもたちの多

くがパンダのイラストを描いて

くれました。 

★日中友好のシンボル～双

子のパンダちゃん～なんとか 

   わいい♡

平和の祈

りをこめて

世 界 の

人々に見

てほしい

です!! 

特定非営利活動法人 ワーカーズ・コレクティブ ケアびーくる 
５月１８日（日） 大和市保健福祉センター   
 

昨年に続き、総会に参加させていただきました。 
高齢化が進み、本人や家族だけでは、外出をすることが難しくなってい

る現状があり、ケアびーくるの需要はさらに増えていると思いました。 
一方、昨年の総会でも感じたことですが、運転手さんなどの人手不足や

物価高騰などによる経費増大の現状がありました。 
 その中で、あの手この手と知恵を絞って、人員を確保し、さらに助成金
なども活用して、しっかり運営されていることに感激しました。 
 また、河崎民子さんから、ワーカーズ・コレクティブの成り立ちや働き
方についての学習会があり、大変興味深いお話しを聴かせていただきまし
た。 
 最後は、久しぶりに参加された運転手さんなども含めた、小グループに
なり、自由に楽しく意見交換を行いました。 
総会は、懐かしく温かい雰囲気の中で終了しました。 
                        報告 白井 博 

市民活動センター利用登録更新申請書から 

２０２４年度を振り返って その２ 
毎年この時期にセンター利用登録団体から更新申請書を提出

して頂いていますが、その中から昨年度の活動の振り返りを前

号に引き続きご紹介します。 

● 特定非営利活動法人たんぽぽ障がい者自立支援た

んぽぽ事業所パン工房麦の香り 
利用者さんの人数も増えず、物価高騰のため、値上げをせざ

るを得ない状況の中、少しでも工賃アップを目指し、焼き菓子

の商品を企画・作成したり、受注作業に力を入れるよう努めま

した。ずっと止まっていたイベントが復活したこともあり、楽

しい雰囲気の中で活動することができ、活気があるのはうれし

いことです。カッコーフェスタでも活動の様子を少しでも多く

の方に知っていただきたくパネル展示をさせてもらいました。

更なる躍進をしていきたいと願っています。 

● 結まある 
カッコーフェスタに初参加させていただき、地域の方々との

交流や達成感を得られた。 

● 特定非営利活動法人かながわ難民定住援助協会 
 「人材の確保（ボランティアの高齢化に伴う）」、「教室開催場

所の確保」が共通の課題となっている。 

● 特定非営利活動法人 NPOあつぎみらい 21 
コロナの影響を脱し、ほとんどの活動を以前同様に行うこと

ができました。また、新しい事業を検討するなど、参加者・活

動の場を広げる取り組みを始めました。今年度は、前年度の活

動に加えて、製造現場リーダーを育成するセミナーの開催、ホ

ームぺーをリニューアルして活動内容を紹介し、活動に参加す

る事業者や会員を増やす取り組みを行う予定です。また会員同

士の親睦をはかるためのイベントなどを実施することを考えて

います。 

● emotional connection 
 昼間来れる人が少ないので、随時にしようと思っています。そ

のなかでも昼間しか来れない方がいるので参加しやすいワーク

ショップと一緒にしていけたらと思います。夜は自分も働いて

いる人も来やすいみたいです。今後とも皆さんが来てみたいエ

モ会をつくっていこうと思います。 

 あの手この手６月号にて、左の当センター登録団体「ハッピーウインズ」の田上智子さんに

ブラックボードにデザインいただいたすてきな新作看板をご紹介させて頂きましたが、当方の

不手際で、完全な形で掲載できませんでしたの再掲させていただきます。申し訳ありませんで

した。 

さて、その市民交流カフェですが、今年度から、高校生など若いボランティアが参加

してくれるようになり、会場準備や、運営などを担ってくれるようになりました。これは大き

な変化です。相変わらず来ているこどもたちは小学生が主ですが、年齢の近い、おねえさん、

おにいさんが、そばにいてくれることによりどんな化学変化が起こるか。スタッフとしてはそ 

    れを見守っていこうと思っ

ていくとともに、ここに集

う人はみんな対等。上下関

係はない。そんなことを大

切にしていこうと思ってい

ます。 

     ベテルギウスは、「暑くて

困ったらここでひと涼み 

ひと涼みスポット」になっ

ています。大変な猛暑で

す。是非市民交流カフェに

お立ち寄りください。（毎月

第１土曜、第３水曜の 15 時

から 17 時 30 分まで） 

今回の共育セミナーは知的障がい・発達障がい児者を暖かい愛情で守っている家族や支援者を一人で悩

ませないことをテーマとしました。知的障がい・発達障がい児者を育てること、また一緒に生活する中で、ご家

族にご負担がかかることや悩むことなどがあると思います。 

また、うまくいかないことがあったときに、自分のせいだと自身を責めてしまうご家族や支援者も多いと思いま

す。それは、知的障がい・発達障がい児者のことを大切に思って一生懸命に生活をされているからです。 

そんな頑張っているご家族や支援者が、悩んだ時や寂しいと感じているとき、また自身を責めているときに

孤立させないことが、最も大切なことだと考えます。 

今回、ゲストスピーカーをお願いした内出裕子さんが会長をなさっている「大和市手をつなぐ育成会」は、知

的障がい・発達障がい児者等の親や支援者で構成された全国組織の団体です。 

知的障がい・発達障がい児者のご家族など孤立させない活動に積極的取り組んでおられます。特に、一緒

に過ごす時間が長く負担が大きくなる母親の気持ちに寄り添い、一人で悩まないように、先輩ママなどの悩み

を共感できるメンバーが活躍されています。 

セミナーでは、知的障がい・発達障がい児者の母親やご家族を孤立させない、「大和市手をつなぐ育成会」

の活動の大切さや、さまざまな活動の内容やその成果などを多くの方に知っていただくとともに、孤立しないよ

うに親睦を深めること。そして、頑張っている母親やご家族、また支援を考えている方に、「大和市手をつなぐ

育成会」に参加していただけるように、PR（情報発信）することを目的としました。 

また、親同士の交流会や情報交換会。また、発達障害のある子どもたちの特性を理解し、その特性に合っ

た支援を行うことを目指している 「オルカの会」の活動もご紹介いただきました。（担当者の想い：白井博） 

 

参加者のアンケートから 

（抜粋） 
この日は、高校生も含め

て、１２名の参加を得て開催

しましたが、後半のワークシ

ョップでは活発な意見交換が

なされました。 

 

●「大和市に支援学校を作っ

てほしい（県のマター）高校

生になったら、自立で通えと

いうのは無理。通学支援がな

い大和市では、保護者が送っ

ていけない時にはこどもを休

ませるしかない。無理やりお

母さんにやらせようとするシ

ステムではお母さんが病んで

しまう」という現状が心に刺

さりました。 

●知らないことばかりでした

が、いろいろ知ることができ

ました。是非、大和市に支援

学校をつくってほしい。 

●日々努力をされていること

がよくわかりました。子ども

さん一人ひとりで活動に違い

があり、大変さを感じます。 

●行政が継続的にサポート、

支援に取り組むべきと思いま

した。私たちは知的障がい者

に対して理解を深めることが

大切だなと思いました。 

大和地区日中友好協会 


